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  遠 大 励 志
入学おめでとうございます 
本日は新入生２１７名の本校への入学を心よりお祝い申しあ

げます。おめでとうございます。 

昨年度より本校でお世話になっている校長の泉悟と申しま

す。今年度も生徒達が本校で、生き生きと生活できる環境を

作っていくことに、昨年度以上に尽力したいと考えております。

今後とも本校への様々なご支援とご協力を、どうぞよろしく

お願いいたします。 

本校は、大正１３年に盛岡中学、一関中学、福岡中学、遠野

中学に次ぐ、県内５番目の県立黒沢尻中学校として開学しま

した。「体を練り気を養い以て遠大の志を励ますべし」に始ま

る５つの校訓を今日まで受け継ぎ、本年、創立９５周年を迎え

る伝統校です。 

本校のスクールアイデンティティー（目指す学校像）は、

「すべての生徒一人ひとりが文武両道を実践する

進学校」です。 

教育方針として掲げている「文武両道」（学習と部活動

に決して手を抜かずにつらくても頑張り抜く）、「遠大励志」

（将来を見通して夢を志に作り替え、その志の実現のために

最大限の努力をし続ける）、「凡事徹底」（当たり前のこと

を当たり前に人にはマネのできないほど一生懸命に取り組む）

の３つを、生徒達には折に触れ伝え、この１年間充実した二度

とない時間を、精一杯たくさんのことに取り組んで欲しいと願

っています。 

すでにご承知のとおり、本校は文武両道を実践する進学校

をめざしておりますが、昨年度は、部活動において、東海イン

ターハイに、陸上男女、ソフトテニス男女が出場。長野で行

われた全国高校総合文化祭には放送部が出場しました。今年

度佐賀県で行われる全国総合文化祭には、県の代表として

吹奏楽部、短歌部門が参加することが決定するなど、運動部、

そして文化部も目覚ましい活躍をみせてくれました。 

一方、先月末で集計いたしましたこの３月に卒業した生徒

達の進路概況においては、本校において志願者の多い国公

立大学には現役９６名の合格者を出しました。岩手県内の多

くの高校生がセンター試験で点数を伸ばすことができない中

で、国公立大学の合格者総数は県内で昨年度よりも２００人

ほど減らす中で、本校も例外ではなかったのですが、生徒達

は大変頑張ってくれ、大健闘してくれました。 

難関と言われる一橋大学法学部に１人、東北大学に５人（理

学３、工学１、医看１）、北海道大に１人の合格者をだし、県内の

中でも素晴らしい成果をあげていると考えております。地元岩

手大学には１８名（人社３、教育４、理工１０，農１）、岩手県立大

学には１２名（看護４、社福２、ソフト１、総政５）の合格者を出し

ましたが、今後地元の国公立大学にはそれぞれ３０名程度の

合格を出すことにもしっかり対応していきたいと思っておりま

す。今後の生徒のみなさんの志の実現に向けた、奮闘精進に

期待したいと思っているところです。 

保護者の皆様におかれましても、今後予定されています

PTA総会、学年PTA等々、参加の機会あるたびに積極的に

ご参加いただき、本校の教育活動をご理解いただきますとと

もに、さらに改善を加え、本校が前進できますようご意見を

頂戴できれば幸いに思います。 

なお、この校長通信は不定期で発行いたしますが、ＨＰにも

アップしております。昨年度のものもご覧下さい。 

４月の主な行事 
８日（月）対面式、生徒会オリエンテーション 

９日（火）２，３年春季課題テスト 

１０日（火）身体測定 

１１日（木）～１７日（水）応援会練習 

１５日（月）１，２年基礎力確認テスト 

１６日（火）１年心臓検診 

１７日（水）１年結核検診、PTA 合同専門委員会 

１８日（木）貧血検査 

１９日（金）PTA 役員会① 

２２日（月）部集会 

２３日（火）尿検査、情報モラル講習会 

２４日（水）避難訓練① 

２５日（木）PTA総会、学年 PTA 

２６日（金）３年進路ガイダンス 

 



今年度転入された 

教職員９名 

お世話になります！ 
春は別れの季節、そして出会いの季節でもあります。 

昨年度末には、定期人事異動に伴い、本校・黒陵のために

尽力いただきました９名の教職員の方々を、後ろ髪を引かれ

る思いでお見送りしたところでしたが、この４月には県内各地

から本校に新しい風を吹き込んでいただく教職員９名の方々

をお迎えすることとなりました。ご紹介します。 

 

・筒井信弘（つつい のぶひろ）事務長 

【久慈高等学校】 

・高橋知己（たかはし ともみ）先生 

【大船渡高校・世界史】 

・渋田智恵子（しぶた ちえこ）先生 

【平舘高校・国語】 

・柴田勝弘（しばた かつひろ）先生 

【盛岡第四高校・数学】 

・谷藤英美（たにふじ えみ）先生 

【盛岡第二高校・英語】 

・伊藤浩道（いとう ひろみち）先生 

【山田高校・物理】 

・渡部竜也（わたなべ たつや）先生 

【新採用・数学】 

・晴山幸弘（はれやま ゆきひろ）先生 

【花巻北高校・英語】 

・村井俊和（むらい としかず）先生 

【宮古高校・数学】 

 

 

【３月２５日（月）離任式の様子】 

９名の先生方にエールを送り、お別れしました。 

【黒陵を知る・・・】 

校 訓 

大正１３年、本校創立とともに示されたもので、現在校長室

に掲げられてあるものです。 

校 章 

【黒沢尻中学校】      【黒沢尻高等学校】 

【大正１３年～昭和２３年】   【昭和２４年～昭和２９年】 

 

 

 

 

 

 

創立当時の校章は、桜の花を大きく象（かたど）り、中学校

の「中」の文字を真ん中に配置したものであった。この校章の

制定と同時に、校舎やグランド周辺に、桜や松を植え、現在

の黒陵の装いを整えた。 

 戦後、学制改革によって、高等学校への昇格とともに、校

章は、「桜の花」と松の実の「松かさ」を組合せ、「高」の文字

を中心に置き換えたものとした。 

そして、現在使用されている校章は、昭和２９年４月１日に黒

【黒沢尻北高等学校】   沢尻北高等学校と名称を改め 

【昭和２９年４月～現在】  てから、体育を基礎として、知

育・徳育を豊かに花咲かせよ

うと象徴的な意味合いを込め

て、逆ピラミッド型の校章にデ

ザインを一新した。花と実の名

実兼備、松と桜の清廉優雅、

質実剛健の精神を深く讃えた

ものである。 

【黒陵創立５０周年記念誌より抜粋】 

 

 


